
学 習 指 導 案                  

                                                 

日 時 令和６年１１月６日（水）第６限 指導クラス 電子機械科２年生 指導者  

教科(科目） 工業（電気回路） 単元名 

第５章 交流回路  

第２節 交流回路の電流・電圧 

教科書 実教出版 電気回路１ 副教材 実教出版 電気回路１・２ 

本時の目標 各種交流回路の適切な考え方や公式を選択できるようにする。        本時（11時間目/11時間） 

学習活動に

即した評価

規準 

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 変形した回路図から適切な考え方や

公式を選択し、各種値を計算し求め

結果を検証し改善している。 

 

時間 指導内容・ねらい 学  習  内  容 指導上の留意点・観点別評価 

【導入】 

５分 

 

 

 

・本時の目標や内

容を説明し、１時

間の見通しを持た

せる。 

・グループ体形に

席を変え、学習の

環境を整える。 

・教員の説明を落ち着いて聞く。 

・本時の目標、１時間の見通しを持つ。 

・席替えを行う。 

・生徒を落ち着かせ、学習への

切り替えをさせる。一方通行の

話ではなく、生徒と対話的に話

をする。 

【展開１】 

 ５分 

 

 

【展開２】 

３８分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【展開２】のため

に必要な考え方や

公式を確認する。 

 

問題を４つ解い

て、生徒は本時の

目標を達成できる

ように努める。教

員はそれを確認

し、達成具合を把

握する。 

・教科書226ページを確認する。 

・教員の説明を聞く。 

 

 

解く順序は以下のようにする。 

１， 教員が問題を提示。 

２， まずは各自で解く。（時間制限あり） 

３，グループで協力し解く。（時間制限あり） 

※２，３はプリント（プリント１）を配付し、書き込 

ませる。解答だけでなく、途中式をしっかりと書く 

ようにする。 

４，解答をクラス全体で共有する。 

  代表で生徒に説明してもらう。 

自分の解答に間違いや追記があった場合はプリン 

ト１の「グループでの協議」に書き込むように指 

示する。 

４，次の問題に突入する。 

 

 

 

 

 

・説明は本時の目標を踏まえて

話す。 

 

 

・順序に関しては、必要なこと

だけ簡潔に説明する。 

考える時間を確保することが大

切であるため、形にこだわりす

ぎて説明が冗長になることは避

ける。 

 

・机間指導を行いながら生徒の

様子を確認する。生徒の状況に

よっては順序４を省略し、教員

による説明に切り替える。 

 

・評価（ルーブリック参照） 

【思考・判断・表現】 

 



問１ 

 

問２ ※ベクトル図を記入する用紙（プリント２）を配付。 

 

問３ 

 

問４ 

 

【まとめ】 

 ２分 

本時のまとめ ・本時の目標を達成できたか各自確認する。 

・プリント１、プリント２を回収する。 

・次回の学習内容の予告を行う。 

 

 

ルーブリック評価表 

 「十分満足できる」と判断できる状況 

A 

「おおむね満足できる」と判断できる状況 

B 

「努力を要する」と判断する状況 

C 

思考・判断・表現 ・変形した回路図を見て、適切な公式や考え

方までたどりつき答えを求めることができ

る。 

 

・変形している回路を直し、回路名を判断できる。 ・変形している回路図を直し、回路名を

判断することができない。 

 


